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Caption
1_ 多太神社の宮元、平野地区。「差せ！」の掛け声に１㌧以上の太鼓
台を差し上げる 2,3_ 宮入は約８時間の長旅。子どもたちの囃

は や し

子太鼓が
練り歩きの鍵となる。年長の経験者が指導 4_ 何千個もの握り飯を用意
する自治会有志の女性たち。表舞台に出ることはない 5_ 当日早朝から
消防団員らが準備。藤づるを叩いて繊維状にし、太鼓台の台座を縛る  
6,7,8,9_ 左から順に矢問、新田、東多田、平野の担ぎ手と曳

ひ

き手 10_ 宮
入が国道 173 号を止める 11_ 境内には 1,000 人以上が集まった 12_ 新
田だんじりの練り回し。最高潮の会場が曳き手を煽

あお

る 13,14_ 東多田の
暴れ回る獅子舞に棒ささらを鳴らす。さらわれた子どもは泣きじゃくる

　
時
代
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
も
の

―
―
そ
れ
を
人
は
伝
統
と
呼
ぶ
。

　
平
野
地
区
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
麓

に
ひ
っ
そ
り
と
佇た

た
ずむ

多
太
神
社
。
由

緒
は
市
内
で
最
も
古
く
、
平
安
時
代

の
書
物
『
延
喜
式
』
に
は
す
で
に
記

さ
れ
て
い
る
。

　
は
る
か
昔
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
た

「
秋
季
大
祭
」。
３
年
に
一
度
、平
野
、

東
多
田
、
矢
問
、
新
田
の
４
地
区
か

ら
太
鼓
台
と
だ
ん
じ
り
が
「
宮
入
」

す
る
。

　

10
月
24
日
、
能
勢
電
鉄
「
多
田
」

駅
前
が
法
被
姿
で
溢
れ
て
い
た
。
一

堂
に
会
し
、
氏
神
の
祀ま

つ
ら
れ
る
神
社

へ
と
向
か
う
。

　
日
が
暮
れ
る
の
を
待
ち
、
一
気
に

境
内
へ
と
駆
け
上
が
る
。
繰
り
広
げ

ら
れ
る
神
前
で
の
「
練
り
」。
一
目

見
よ
う
と
訪
れ
た
人
た
ち
に
勇
姿
を

披
露
す
る
。
そ
の
光
景
は
先
人
に
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
。
祭
り
を
取
り
仕

切
る
消
防
分
団
長
の「
手
打
ち
の
儀
」

が
終
幕
を
告
げ
る
。

　
圧
巻
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い

宮
入
。
か
つ
て
は
、
７
地
区
が
担
っ

て
い
た
。
昭
和
40
年
代
ご
ろ
か
ら
の

宅
地
造
成
に
よ
り
、
人
口
は
激
増
。

そ
れ
で
も
担
ぎ
手
は
減
っ
て
い
く
。

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
は
存
在
し
な
い

消
防
団
。
誰
も
が
担
ぎ
手
に
な
れ
る

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
「
伝
統
」
は
不
変
。
守
る
人
間
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

多太神社宮入
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